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御深井御庭の復元

御深井御庭にあった御茶屋（竹長押御茶屋）の復元と

堀川の浄化の為に蓮池を人工干潟として復元する！

名城公園には現在殆ど痕跡を留めていないが、且つて吹上御苑のモデルになった「御深

井御庭」と呼ばれた、名城公園の 2倍を超える規模の大変貴重な御庭があった。

金城温古録によれば、将軍家光が上洛時名城に御成りの節、御深井御庭を上覧され御感

心の余り、江戸御城にて吹上の御庭（現在の吹上御苑）を造らせた、との記録がある。

この様な歴史的にも大変貴重な御庭の復元の第一歩として、先ずは御深井御庭にあった

三茶屋の内、竹長押御茶屋を、且つてあった近い位置に復元する。
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